
（公財）　水島地域環境再生財団

コンビナート地域における
SDGsの実現を目指した協働の取り組み
～大気汚染公害資料館設立に向けて～

 岡山県活動地域

水島メモリーズ発行 3 回 

みずしま地域カフェ
開催 5 回

今年度計画の達成度 90 ％

全体計画の達成度 70 ％
活動内容と成果
● 地域の歴史の掘り起こしは2021年度から継続して、
みずしま地域カフェを開催し、『水島メモリーズ』を
発刊した。『水島メモリーズ』は地域で広く受け止め
られ、地元金融機関での配布も始まった
● 「みんなの資料館」としてみずしま資料交流館あさが
おギャラリーを整備し、10月15日にオープンさせた。
オープン半年で来館者が455人となり、地域へ公害を
伝える拠点として認識されはじめている
● 2021年度に作成した教材『水島の公害と未来』を普
及させることができた。水俣でも教材が普及してい
る

課　題
個人や企業・行政の公害資料の多くはきちんと収
集・整理されていないために散逸が危惧され、公害
患者の高齢化と合わせて、教訓の継承は危機に直面
している。

目　標
地域の歴史をとらえなおし、「みんなの資料館」とし
て公害資料館を整備し、学習プログラムを確立する。
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2022年度に発行した2022年度に発行した
水島メモリーズ水島メモリーズ

『水島メモリーズ』の発行を積み重ねる。また、みずしま資料交流館の利用の可能性
について議論を深めていく。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
地域の人たちの公害の記憶を掘り起
こすための問いが難しい（どのよう
に心にとどけるか）。

■工夫した点
『水島メモリーズ』のデザインや視覚
情報を増やすことで、わかりにくい
情報を伝えやすくしたこと。

知識の提供・普及啓発

ひろげる助成

2年目


